
平成２０年１０月２８日

「平成２０年度九州運輸局交通環境対策アクションプラン」について

九州運輸局は、九州地域における交通部門に起因する様々な環境問題への対策を

取りまとめた「平成２０年度九州運輸局交通環境対策アクションプラン」を策定

（平成２０年１０月２８日）しました。

これは、九州地域における交通環境対策に係る具体的な施策を明らかにし、総合

的かつ積極的な取組みを進めていくため、平成１９年度取組みのフォローアップを

行ない策定したものです。

地球温暖化をはじめとする今日の環境問題に対し、九州運輸局は交通環境対策を

積極的に推進して参ります。

なお、本アクションプランの概要は別紙のとおりです。

（お問合せ先等) 〒 812-0013 福岡市博多区博多駅東２－１１－１

九州運輸局交通環境部環境課 担当：尾堂、傳(つたえ)

ＴＥＬ 092-472-2330 ＦＡＸ 092-472-2316

Ｎｅｗｓ Ｒｅｌｅａｓｅ 国土交通省九州運輸局



平成２０年度九州運輸局交通環境対策アクションプランの概要

平成２０年１０月２８日

九州運輸局交通環境部

※下線部分は新規施策等を表している。

１．地球温暖化対策に対する取り組み

（１）自動車交通対策

①低公害車の普及促進

２０１０年度までには九州地区における二酸化炭素の削減量を、全国比で１割を達成

することを目指し、このために、九州低公害車普及推進協議会、九州エコトラック推進

協議会等の場を活用し、自治体、運輸事業者へ、ＣＮＧ車等の低公害車の導入を働きか

けるとともに、広く国民に自動車グリーン税制の周知を図り、一層の普及を促進する。

②交通流対策

バスの定時性を確保し、運行状況を的確に提供することにより公共交通機関の利用促

進と環境負荷の低減を図るため、ＩＴＳ（高度道路交通システム）やＰＴＰＳ(公共車

両優先システム)の推進及び鉄道の立体交差化事業等を進める。

（２）環境負荷の小さい交通体系の構築

①モーダルシフト・物流の効率化等

ⅰ）「九州グリーン物流パートナーシップ推進協議会」において、荷主と物流事業者

のパートナーシップによるＣＯ２排出量削減に取組み、推進事業（普及事業）の中

央への推薦、優良事例紹介や表彰制度を活用、さらには、モーダルシフトの推進、

物流拠点の集約化、物流の効率化、トラックの共同集配等、環境負荷の小さい物流

体系の構築を図る。

ⅱ）共同集配事業の成功例として全国に知られている、福岡市天神地区、熊本市街地

区における共同集配事業について、一層の支援措置を講じる。

②公共交通機関の利用促進

ⅰ）九州新幹線鹿児島ルートの新八代～鹿児島間が開通したが、九州の骨格となる広

域交通機関の整備により地域の活性化を図るため、九州新幹線鹿児島ルート博多～

新八代間についても、整備を推進する。

ⅱ）地域の公共交通の活性化、利便性向上に向けた新たな取組みに対して、「地域公

共交通の活性化・再生総合事業」「低炭素地域づくり面的対策推進事業」等による総

合的な支援を行い、自動車利用の抑制と公共交通機関の利用促進を図る。

ⅲ）公共交通のバリアフリー化の推進を図るため、低床式路面電車システム（ＬＲＴ）

等の整備を支援する。また、バリアフリーについての理解を深めるとともに、ボラ

ンティアに関する意識を醸成するため、バリアフリー教室を開催する。



ⅳ）交通と環境の問題を広く国民に情報提供するとともに、環境負荷の小さい交通体

系を支える国民意識を醸成するために、普段入ることの出来ない電車等の車両基地

などを見学・体験する交通エコロジー教室（施設見学会）及び小学校を訪れての交

通エコロジー教室（出前講座）を開催する。

③モビリティ・マネジメントの推進

ⅰ）「九州地域公共交通利用推進等マネジメント協議会」の活動

企業におけるマイカー通勤や買い物へのマイカー利用から公共交通への利用転換

を図るため、企業・交通事業者と連携した公共交通利用推進方策を検討、実施する。

ⅱ）「エコ通勤」の促進

公共交通利用推進等マネジメント協議会は、平成２０年３月『モビリティ・マネ

ジメントによる「エコ通勤」』の公募を開始した。これを受け九州運輸局では、環

境負荷の軽減、公共交通機関への利用転換を図る「エコ通勤」への取組みに対して、

自治体及び事業所への積極的な支援を行う。

④輸送分野におけるエネルギー使用の合理化の推進（改正省エネ法）

一定規模以上の輸送能力を有する輸送事業者（特定輸送事業者）について、省エネ

計画の作成及びエネルギー使用量等の定期報告書の提出を求め、実態調査を実施する。

⑤グリーン経営の推進

中小規模事業者が大半の海・陸交通関係事業者が、国際規格ＩＳＯ１４００１に代わ

って、費用面で容易に取り組め、環境対策を進められる、グリーン経営を推進する。

⑥エコドライブの推進

アイドリングストップ等の環境に配慮した運転を啓発するため、昨年に引き続き、レ

ンタカーでの燃費コンテストを実施し、エコドライブの普及を推進する。

２．排出ガスによる大気汚染等の道路交通環境問題

自動車運送事業者等に対し、ディーゼル車の集中自主点検、街頭検査の実施及び迷惑黒

煙相談窓口への通報等により、関係者の自主的な取組みを強化する。

３．循環型社会の形成に向けた取り組み

循環型社会実現のために、自動車リサイクル及びＦＲＰ船リサイクルに積極的に取り組

むとともに、リサイクルを支えるための静脈物流システムの構築を推進する。



４．海洋汚染対策

海難事故による海洋汚染を防止するため、海上交通監査やポートステートコントロール

により、船舶の安全運航の指導を強化する。また、「船舶油濁損害賠償保障法」に基づき、

船主責任保険未加入船の入港を阻止するため、外国船舶に対する立入検査を積極的に行な

って行く。

５．不法改造車対策の推進

近年の交通事故状況は依然として厳しく、不正改造車による暴走行為や過積載等は、道

路秩序の混乱だけでなく、住民の心身の健康に及ぼす影響は甚大であり、放置できない状

況になっている。整備命令や使用停止処分だけでなく自動車ユーザーや整備事業者等に対

し安全性に対する認識の重要性を啓発し、不正改造車排除運動を推進する。

６．環境保全・交通バリアフリー等表彰の実施

環境月間である６月に、環境負荷の少ない事業経営及び環境保全又は交通バリアフリー

化等に特に優れた取り組みを行っている事業者等を表彰する。

７．九州運輸局の率先的な取り組み

国土交通省は、「環境行動計画２００８」において、市場に参画する相当の規模を有す

る主体として、グリーン購入等を始めとする率先的な取り組みを強化することとしている

が、九州運輸局においても、目標を設定し、その達成のために、次の措置を講じる。

（１）自動車の効率的運用により、燃料消費量を削減する。

（２）ＯＡ機器、家電製品、照明等を省エネルギー型のものに計画的に更新する。

（３）資料の簡素化、電子媒体での提供、両面印刷等の徹底を図り、用紙類の使用量を削

減する。

（４）再生紙等の再生品の積極的活用を図る。

以 上
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